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まちづくりミーティング要旨 

１． 団体等の名称  各務原高校 生徒会執行部 

２． 日    時  令和元年 11月 11日（月） 16時 30分～18時 00分 

３． 場    所  各務原高校 

４． 出  席  者  ＜参加団体＞８名  ＜市＞ 市長、企画政策課補佐 

５． テ   －   マ  ①各務原市の魅力と、地域活性化の取り組みについて 

②10月28日に高校で開催された市長による各務原市の課題と魅力について

の講演会とグループディスカッション、今後の取り組みについて 

 

テーマ①：各務原市の魅力と、地域活性化の取り組みについて 

 

【参加者】各務原市の良いところは、自然が豊か、自衛隊があること、おしゃれなお店や楽しいイベン

トがあることだと思います。今 SNSを利用していない高校生はほとんどいないと思うので、私たち高校

生が SNSを活用し発信することで各務原市を訪れる人が増えると思います。 

 

【参加者】ラーメン店が多いことが各務原市の魅力の１つだと思うのでラーメンフェスタを行うと良い

と思います。ただ店が集まって行うだけでなく、高校生とラーメン店が協力し合ってプロデュースやア

ピールを行えば活気のあるイベントになると思います。こうしたイベントがたくさんあれば活気が溢れ

地域の人との交流もできると思うので、各務原市の良さと自信を持って言えると思います。 

 

【市長】市内のほかの高校とも連携してラーメン店とコラボレーションしていただけたらと思います。

各務原市では人参を活用した商品開発を行っているお店もありますので、ラーメン以外にもコラボレー

ションしていただくのも良いと思います。 

 

テーマ②：10月 28日に高校で開催された市長による各務原市の課題と魅力についての講演会とグルー

プディスカッション、今後の取り組みについて 

 

【参加者】先日のグループ学習では、各務原市は航空産業が盛んで飛行機が多く飛んでいるので、それ

を見に来たり写真を撮りに来たりする人が多いのではないかと話し合いました。そこで私たちのグルー

プでは、飛行機の写真を撮る場所の提供や屋台の出展、飛行機の写真の展覧会を開催すると良いという

意見が出ました。 

 

【市長】飛行機の写真展は既に民間の方に行っていただいています。市民公園内の中央図書館で開催し

ているので、さらに PRしていきたいと思います。 

 

【参加者】シティープロモーションの話をクラスで聞いた際に「こんなことをやっていたの」と驚きの

声がありました。市民全員が地元の情報を共有できていない現状があると思ったので、各務原市の高校

生が作るインスタグラムがあれば良いなと思います。 
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【市長】もし各務原高校生徒会さんでインスタグラムの投稿をしていただけるようでしたらぜひともお

願いします。 

 

【参加者】私のグループでは特産物を一か所に集めて祭を行うことによって多くの人に興味を持っても

らえるのではないかという意見が出ました。 

 

【参加者】私のグループは観光産業について話し合いました。その中でイベントの告知を市のホームペ

ージで行っていることを知りましたが、グループの中でホームページを見たことがない人がほとんどで

した。そこでイベントを周知する案が２つ出ました。１つ目は SNSの利用です。最近の若い人はほとん

ど SNSを利用しているので、イベント情報を発信すべきだと考えました。２つ目はポスターの掲示です。

駅にイベント情報を載せたポスターを掲示すれば効果があるのではないかと思いました。 

 

【市長】皆さんから SNS を活用した PR という提案を多くいただきました。市では広報課が Twitter

などで情報を発信していますが、まだ情報が知られていないということがわかりました。１１月３日に

マーケット日和を実施しましたが、3 万 5 千人の方がイベントに訪れました。これは、市内外の一般の

方が SNSで発信してくださったことによって大勢の方が各務原市に足を運んでいただけました。今後は

さらに皆さまのような世代の方にも来ていただけるような PRを皆さまと協力して行いたいと思います。

そして同級生あるいは各務原高校の生徒たちに、各務原市はこんなことをやっているんだよということ

を PR していただきたいと思います。 

 

【参加者まとめの言葉】先日の講演会やグループワークを通じて、各務原市は自然が豊か、公園が多い、

楽しいイベントがあるなど魅力があるので SNSを活用して発信していきたいと思いました。しかし、今

回のミーティングで若い世代の私たちが知らないイベントや活動がたくさんあるということに気づいた

ため、私たちももっと興味を持って知っていきたいと思いました。 

 

【市長まとめの言葉】さらに各務原市のことを知っていただきたいと思いますし、高校生の皆さんが関

心を持っていただけるような発信の仕方をこれから勉強させていただきたいと思います。その方法の１

つとして、各務原高校さんに発信のサポートをしていただくことで行政との距離がさらに近づくのでは

ないかと考えます。 

また各務原市まちづくり活動助成金についてご紹介させていただきます。こちらはイベントなどでまち

づくり活動を行う際に市から助成金を交付する事業となっております。高校生でも申し込むことができ

ますので、こういったものをやってみたいということがあればまちづくり活動助成金を活用していただ

きたいと思います。こうした助成金を活用していただき、各務原高校生徒会さんらしい、あるいは各務

原高校としてどんな高校を、地域を、この高校を通じてどういった地域交流をしていきたいのかを発想

していただきたいと考えておりますので、このような助成金があるということを覚えておいていただき

たいなと思います。 

皆さんのような若い発想はこれから重要になってきます。30年後皆さんが私のような立場や、会社で中

間管理職のようなポジションになることを考えると、今のうちから地域課題を自分自身のことと捉え、

今一度自分の地域を振り返っていただくことが大事になってくると思います。周りを見回して気づいた

ことがあったらまた教えていただきたいと思います。 


